
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

平 成 2 １ 年 ２ 月

 １月２２日、大石田
お お い し だ

管内
かんない

の開放
かいほう

講座
こ う ざ

が 行
おこな

われ

ました。 

大石田町
おおいしだまち

の 流
りゅう

雪
せつ

溝
こう

について役場
や く ば

・建設課
け ん せ つ か

の吉田
よ し だ

さん、大
おお

石田
い し だ

地区流
ち く り ゅ う

雪
せつ

溝
こう

利用
り よ う

協 力
きょうりょく

会
かい

連合会
れんごうかい

・

副 会 長
ふくかいちょう

の伊東
い と う

さんからお 話
はなし

を聞
き

きました。 

今回
こんかい

の開放
かいほう

講座
こ う ざ

は『消 流 雪 事 業
しょうりゅうせつじぎょう

の効果
こ う か

を体
たい

験
けん

しよう!!』という内容
ないよう

で、参加者
さ ん か し ゃ

の皆
みな

さんには

実際
じっさい

に流雪溝体験
りゅうせつこうたいけん

をしていただきました☆ 

除雪
じょせつ

した雪
ゆき

を 投 入
とうにゅう

するために道路
ど う ろ

の 両 側
りょうがわ

に少
すこ

し大
おお

きな

水路
す い ろ

（ 流
りゅう

雪
せつ

溝
こう

）が作
つく

られて、道路
ど う ろ

や家
いえ

の前
まえ

から雪
ゆき

が消
き

え、快適
かいてき

になりました!! 

 

 

○雪
ゆき

の降る
ふ

場所
ば し ょ

でもめげずに上手
じょうず

に雪
ゆき

を使い
つか

、生活
せいかつ

の一環
いっかん

とする気持
き も

ちに大変感心
たいへんかんしん

した一日
にち

でした。 

○投雪
とうせつ

する場所
ば し ょ

のない市町村
しちょうそん

では、流雪溝
りゅうせつこう

はなくてはならない施設
し せ つ

だと痛感
つうかん

しました。 

○行政
ぎょうせい

と住民
じゅうみん

が一体
いったい

となって、豪雪
ごうせつ

を克服
こくふく

しつつ快適
かいてき

な冬
ふゆ

を送
おく

れるよう取
と

り組んだ
く

その努力
どりょく

に敬意
け い い

を 表
ひょう

し

ます。 

○体験
たいけん

学習
がくしゅう

、本当
ほんとう

にためになりました。町内会
ちょうないかい

、ボランティアの 協 力
きょうりょく

、一人一人のルールを守
まも

ることの大切
たいせつ

さがいかに大切
たいせつ

か、考え
かんが

させられました。 

○流雪溝
りゅうせつこう

が大変
たいへん

大
おお

きくて、除雪
じょせつ

する人
ひと

も使用
し よ う

しやすいと思
おも

いました。 

｢施設は行政。管理・運営は住民｣ 

国
くに

・県
けん

・町
まち

・住 民
じゅうみん

の方々
かたがた

の 協 力
きょうりょく

によって大石田町
おおいしだまち

の 流
りゅう

雪
せつ

溝
こう

が作
つく

り上
あ

げられました。官民一体
かんみんいったい

の取
と

り組
く

みによって冬期間
とうきかん

の雪
ゆき

の処理
し ょ り

もラクに

なり、安全
あんぜん

で快適
かいてき

な冬
ふゆ

を過
す

ごせるようになりました!! 



 

ご意見･ご感想など

ありましたら、お気

軽にご連絡下さい 〒９９９－４１１３ 北村山郡大石田町大字今宿字鷺の原４６６－２ 

ＴＥＬ０２３７－３５－２０２４ ＦＡＸ０２３７－３５－２３５４ 

 

 

☆開講期間：平成２１年５月～平成２２年３月（開催月の原則第３木曜・年９回程度予定） 

☆開講場所：河川や砂防事業の現地、新庄河川事務所など 

☆開講内容：最上川を中心とした河川や砂防の仕事、各地域の特性について、施設や現場の見学、講話を

通して紹介します。 

☆受講料  ：無料（保険料及び昼食代を除く） 

☆募集人数：５０名程度 

☆申込期限：平成２１年３月１３日（金） 

 

お申し込み・お問い合わせ先 

国土交通省 新庄河川事務所 

 ０２３３－２２－０２５１ （担当 総務課） 

                   ＴＥＬ・ＦＡＸでお申し込み下さい。

新庄河川事務所で開催している開放講座『川はともだち』は、多くの方々に川や地域の素晴らしさを知っていただ

き、国土交通省がどんな仕事をしているかや、河川・砂防事業に対するご意見を伺うことを目的に行っております。 

※ 応募多数の時はお断りする場合もございますので予めご了承願います。 

※ 実施回数については変更となる場合がございますので予めご了承願います。 

 

この冬
ふゆ

は、今
いま

のところ雪
ゆき

が少
すく

ない状 態
じょうたい

で推
すい

移
い

しています。このまま春
はる

が迎
むか

えられればと思
おも

います。 

私
わたくし

ごとですが、多少気象
たしょうきしょう

に関
かか

わっているせいか冬
ふゆ

が近
ちか

くなると決
き

まって“今年
こ と し

は雪
ゆき

が多
おお

いのかな”などと聞
き

か

れます。最近
さいきん

は、“基本的
き ほ ん て き

には暖冬傾向
だんとうけいこう

なので少
すく

ない確率
かくりつ

が高
たか

いと思
おも

う”などと答
こた

えるようにしています。 

 先日
せんじつ

の新聞
しんぶん

に｢雪国
ゆきぐに

は雪
ゆき

に守
まも

られているのですよ｣といった内容
ないよう

のコラムがあり、ハッとしました。 

雪
ゆき

は厄介者
やっかいもの

。水資源
み ず し げ ん

としての役割
やくわり

については 頭
あたま

ではわかっていたものの、改
あらた

めて｢雪
ゆき

に守
まも

られている｣といわれ

ると、大事
だ い じ

なことを見過
み す

ごしていたのではないかと 心
こころ

のどこかがチクリとするものがありました。自然
し ぜ ん

や文化
ぶ ん か

、

言
げん

語
ご

、そして景観
けいかん

美
び

。加
くわ

えて生活
せいかつ

や気質
き し つ

など守
まも

られ 培
つちか

われてきたように思
おも

います。雪
ゆき

が少
すく

ないと 喜
よろこ

んでばかり

いられない、このまま温暖化
お ん だ ん か

が進
すす

んで雪
ゆき

が少
すく

なくなったら雪国
ゆきぐに

の大切
たいせつ

なものがどんどん 失
うしな

われていくような気
き

がして心配
しんぱい

になりました。 

｢雪
ゆき

に守
まも

られている｣意味
い み

を 改
あらた

めて 考
かんが

えて見
み

たくなりました。 

         渡部 記（出張所長・気象予報士） 


